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１．研究計画の概要 
 13 世紀から 17 世紀における南アジア社会
のイスラーム化の諸相を歴史文献学にもと
づいて明らかにすることが本研究の目的で
ある。本研究では社会のイスラーム化を一定
地域におけるイスラーム教徒人口が増加す
るプロセスと見なし、その変化の現象を以下
の三つのテーマ、すなわち A. イスラーム教
徒の来住、B. 在来宗教の信徒のイスラーム
改宗、そして C. 在来宗教の信徒のイスラー
ム教徒による物理的排除、に分解して、それ
ぞれ研究を進める。これにより、テュルク化、
ペルシア語化そしてイスラーム化という三
つのプロセスが並行的に進行したこの時代
の諸相の一端を明らかにし、この時代の南ア
ジア社会の動態を総合的に理解する一助と
することを本研究は目指している。本研究の
基礎的な素材となる歴史文献は大まかに分
類すると①聖人伝、②イスラーム神秘主義関
係文献、③名士録、④詩人伝であるが、その
多くがいまだ公刊されておらず、手写本の状
態で世界各地に所蔵されている。このため所
蔵先から手写本の複写を購入したり、これが
不可能な場合には実地調査を行ったりする
ことによって、これらの文献の内容を解読・
整理することが本研究の主たる内容となる。 
 
２．研究の進捗状況 
過去 3ヶ年において次の成果等を得た。 
(1) インド、パキスタンで出版されている、
南アジアのイスラーム史関係、とくにイスラ
ーム神秘主義やイスラーム社会の聖人に関
係する一次資料及び研究文献を入手して、所
属機関に備えた。本邦未将来の文献も数多く
あり、とくに現地図書館の手写本資料の目録

については、日本の公的機関に所蔵されてい
ないものも入手したので、今後の現地での資
料調査をより綿密かつ効率的に実施できる
ことになった。 
(2) 英国、フランス、ドイツ等の研究機関に
所蔵されている未公刊の聖人伝資料、イスラ
ーム神秘主義関係文献の手写本の複写を、マ
イクロフィルムやデジタルデータの形で多
数入手した。入手した複写資料のうちマイク
ロフィルムで提供されたものはすべて、デジ
タルデータに変換し、いずれも整理・分析し
て、研究に供した。 
(3) 以上の作業によって得られたデータを
参考にしつつ、次のような知見を得た。 
 a) 南アジアの海港都市スーラトに、メッ
カ巡礼船の発着地としての意義を見いだし、
インド洋海域におけるイスラーム・ネットワ
ークの広がりの一端を明らかにした。この知
見は、南アジア社会のイスラーム化とイスラ
ーム世界他地域との交流との関係を考える
上で、少なからぬ意味を持つものと思われる。 
 b) 南アジア社会のイスラーム化における
推進力の一つであったイスラーム神秘主義
の聖人たちの働きばかりでなく、彼らを取り
巻く政治権力者たちの動向についても、従来
の研究史においては着目されていなかった
いくつかの重要な情報を得た。 
 c) 本研究が取り扱う歴史文献のほとんど
がペルシア語で書かれたことに鑑み、南アジ
アにおけるペルシア語文化の展開について
も本研究で得られた知見を参照しつつ調査
をすすめ、在来インド諸語やテュルク語との
密接な関連を保ちつつペルシア語が運用さ
れていた、南アジア社会の重層的な文化環境
が明らかになった。 



 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
a) 未公刊の写本資料の複写の収集という基
礎作業が順調に進んでいる。 
b) これによって研究目的に資する知見が得
られつつある。 
c) これによって派生的に得られた新たな知
見も複数ある。 
d) 一方、政治情勢が不安定なためにパキス
タンでの実地調査を延期してきた。この点に
より「①当初の計画以上に進展している」と
評価することはできない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 上記 d) の欠を補うため、平成 22 年度に
おいては実地調査を集中的に実施する予定
である。予算をここに手厚く配分するため、
資料の複写購入はある程度抑えざるを得な
いが、過去 3ヶ年に得られた資料をさらに精
密に分析することによって、これを補う予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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